
ごあいさつ

この度、第４０回日本耳鼻咽喉科頭頸部外科学会秋季大会を、１１月２８日（土）・１１月２９日（日）の２日
間、神戸国際会議場を中心とした神戸ポートアイランドにて開催する運びとなりました。本秋季大会は
中国四国ブロックが担当し、羽藤直人教授（愛媛大学）が大会長を務め、副大会長の竹野幸夫教授（広
島大学）、安藤瑞生教授（岡山大学）、北村嘉章教授（徳島大学）をはじめ、実行委員および日耳鼻学術
委員会が一丸となり、皆様の知的好奇心を刺激する充実したプログラムを編纂いたしました。
本大会は、現地開催の熱気と利便性を兼ね備えたハイブリッド形式（現地参加およびオンデマンド配
信）で執り行います。しかしながら、ライブならではの醍醐味、そして会員相互の直接的な交流の価値
は何物にも代えがたく、一人でも多くの皆様に現地・神戸へ足をお運びいただきたいと切に願っており
ます。
今回のプログラムは、例年以上に多彩かつ先進的な試みを盛り込みました。興味深い多くのシンポジ
ウムとパネルディスカッション、専門医領域・共通講習や補聴器相談医講習、医療安全セミナーといっ
た講座に加え、今後の医療現場で避けては通れない「生成 AI関連企画」を豊富にご用意いたしまし
た。さらに、今年から「耳鼻咽喉科頭頸部外科医療 DX研究会」を大会期間中に併催し、次世代の医療
の姿を提示いたします。秋季大会の目玉である実技講習も、新たなテーマを数多く取り入れておりま
す。規模を拡大した日本臨床耳鼻咽喉科医会セッションやオールジャパンプロジェクト企画も盛り上が
ること間違いなしです。また、市民公開講座では、ACジャパンの広告でアフレコを担当された「大木
こだま・ひびき」師匠をお招きし、「聞こえから変わるこれからの暮らし」をお届けいたします。
さらに、これからの未来を担う若手医師への教育・育成には最大限の注力をいたしました。各種専攻
医講習や実技講習、専門医認定試験の過去問解説講座に加え、医学生や臨床研修医を対象とした教育セ
ミナー「君の Butterfly Effectが、いつか世界を動かす奇跡になる」を企画しております。なお、学生・
臨床研修医の皆様は参加費無料となっておりますので、ぜひ積極的な参加を促していただければ幸いで
す。
資格更新に関しましては、専門医の皆様は５年の更新期間に１回以上の秋季大会参加が必須であるほ
か、専攻医も受験までに１回以上の参加が必要となっております。また、２０２２年度以降に専門医資格を
新規取得された方に必須となる「必修講習Ｂ（５項目・計５単位以上）」を含む、全ての共通講習単位
が本大会で取得可能です。耳鼻咽喉科領域講習も最大８単位まで取得いただけますので、キャリアアッ
プの貴重な機会としてご活用ください。
１１月下旬の神戸は、六甲山の紅葉が美しく、気候も大変快適なベストシーズンを迎えます。ポートピ
アホテルで盛大に開催される「アーティスト＜木村カエラ＞によるミニライブ付きの懇親会」も含め、
皆様が学術的な刺激を受け、親睦を深められる最高の大舞台を用意して、大勢の現地参加を心よりお待
ち申し上げております。

一般社団法人 日本耳鼻咽喉科頭頸部外科学会
理事長 中川 尚志

第４０回日本耳鼻咽喉科頭頸部外科学会秋季大会
大会長 羽藤 直人

（愛媛大学医学研究科耳鼻咽喉科・頭頸部外科教授）
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第４０回日本耳鼻咽喉科頭頸部外科学会秋季大会

実行委員会構成

大 会 長 羽藤 直人（愛媛）
副大会長（プログラム委員長） 竹野 幸夫（広島）
副大会長（実技講習委員長） 安藤 瑞生（岡山）
副大会長（専攻医講習委員長） 北村 嘉章（徳島）
補聴器相談医講習委員長 片岡 祐子（岡山）
臨床医会セッション委員長 宮部 和德（香川）
プ ロ グ ラ ム 委 員 会 北村 嘉章（徳島） 上田 勉（広島） 濱本 隆夫（広島）

平位 知久（広島） 益田 慎（広島） 橋本 誠（山口）
假谷 伸（岡山）

実 技 講 習 委 員 会 菅谷 明子（岡山） 牧原靖一郎（岡山） 小山 哲史（鳥取）
石野 岳志（広島） 田中加緒里（愛媛）

専 攻 医 講 習 委 員 会 佐藤 豪（徳島） 東 貴弘（徳島） 柿木 章伸（高知）
三谷 壮平（愛媛）

臨床医会セッション委員会 原 浩貴（岡山） 阿部 博章（鳥取） 山形 和彦（愛媛）
吉村 理（日本臨床耳鼻咽喉科医会学術担当理事）
永田 博史（次期関東ブロック）

テ キ ス ト 委 員 会 星川 広史（香川） 宮下 武憲（香川） 岸野毅日人（香川）
広報・市民公開講座委員会 藤原 和典（鳥取） 矢間 敬章（鳥取） 片岡 祐子（岡山）

寺岡 正人（愛媛） 益田 慎（広島）
医 療 DX 委 員 会 坂本 達則（島根） 藤原 嵩志（岡山）
会 場 ・ 展 示 委 員 会 菅原 一真（山口） 福田裕次郎（岡山） 柿木 章伸（高知）
懇 親 ・ 懇 談 委 員 会 手島 直則（高知） 松本 宗一（高知） 青石 邦秀（愛媛）
補聴器相談医講習会 寺岡 正人（愛媛） 金井 理絵（島根） 西原江里子（愛媛）
財 務 ・ 庶 務 山田 啓之（愛媛） 津田 潤子（山口） 青井 典明（島根）
監 事 武田 憲昭（徳島） 兵頭 政光（高知）

下線部 : 委員長 （ ）: 所属地方部会
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お知らせ

Ⅰ 受講される方へ
第４０回日本耳鼻咽喉科頭頸部外科学会秋季大会は、現地開催を行うとともに、オンライン開催も併用した
ハイブリッド形式で開催いたします。
参加形態により会期および受講可能な講習が異なりますため、下記のご案内をよくご確認ください。

１．会期
１） 現地開催 : ２０２６年１１月２８日（土）～２９日（日）

・実技講習、専攻医実技講習、補聴器相談医委嘱（新規取得）のための講習は現地参加のみとなります。
２） オンデマンド配信 : ２０２６年１２月１６日（水）正午～２０２７年１月２９日（金）２３: ５９

・シンポジウム、パネルディスカッション、医療安全セミナー、耳鼻咽喉科領域講習、専攻医講習、共通
講習、補聴器相談医更新のための講習、日本臨床耳鼻咽喉科医会セッション、特別セミナーは、オンデ
マンド配信予定です。

・実技講習、専攻医実技講習、補聴器相談医委嘱（新規取得）のための講習はオンデマンド配信で受講は
できませんのでご注意ください。

３） ライブ配信はありません。

２．参加登録と参加方法
１） 参加費（会場での当日参加受付は行いませんのでご注意ください。）

種類 参加費（税込） 備考

秋季大会 ２０，０００円
※１

現地参加とオンライン参加共通の金額です。専攻医
講習受講希望の方も秋季大会の参加登録をお済ませ
ください。テキスト代を含みます。

専門医実技講習
＊事前申込必須

（１１月１０日正午まで）
１，０００円（１コマ）

※２
現地開催のみで、オンライン開催はございません。

専攻医実技講習
＊事前申込必須

（１１月１０日正午まで）
無料 現地開催のみで、オンライン開催はございません。

補聴器相談医講習
＊現地参加者は事前
申込必須

（１１月１０日正午まで）

委嘱のための講習
１０，０００円

現地開催のみで、オンライン開催はございません。

更新のための講習
４コマ３時間 : ４，０００円
８コマ６時間 : ８，０００円

※３

現地開催とオンライン参加共通の金額です。

※１ 医学生、臨床研修医は参加費無料、現地参加のみとなります。
※２ 手術用モデルを使用する実技講習（４・５・１８・２３・２４・２８）はモデルの実費相当額をご負担い

ただきます。
※３ 補聴器相談医の資格喪失後、再認定をご希望の場合は、補聴器相談医更新のための講習８コマ６

時間（１～４と５～８）をお申込みください。（オンデマンド受講も可）
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２） 参加登録期間
① ２０２６年８月２５日（火）正午～１１月１０日（火）正午
プログラム集 : 事前発送

② ２０２６年１１月１０日（火）正午以降～２０２７年１月２９日（金）正午
プログラム集 : 現地参加の場合は、当日会場でお受け取りください。

３） 参加登録・参加方法
・日本耳鼻咽喉科頭頸部外科学会会員マイページから参加登録を行ってください。
・医学生、臨床研修医の方は、無料で参加登録が可能です。
※実技講習・補聴器相談医講習の事前申し込みも会員マイページからのオンライン登録となります。
※お支払い方法は、クレジットでのオンライン決済のみです。
申込み・お支払い後のキャンセル・返金はいたしかねますので、あらかじめご了承ください。

【現地参加】
① ネームカード
ネームカードは参加者ご自身で印刷のうえ、当日会場へご持参いただく形式となります。
参加登録完了後、会員マイページからネームカードデータをダウンロードいただき、A4カラー印刷の
うえ、忘れずに会場にお持ちください。
ネームカードデータのダウンロードは１１月中旬以降に可能となります。
ネームカードケースは現地でお渡しいたします。

※医学生、臨床研修医の参加者は、１１月中旬以降に運営事務局よりネームカードのご案内をいたします。
② プログラム集

１１月１０日（火）正午までに参加登録された方には、プログラム集を事前に郵送いたします。
１１月１０日（火）正午以降に参加登録をされ、現地参加される方には、会場にてネームカードを確認のう
えお渡しします。

【重要なお知らせ】
本年度の秋季大会より、テキスト集は秋季大会ホームページでの PDF公開となります。
冊子のテキスト集の送付・配布はございませんのでご了承ください。
※医学生・臨床研修医の参加者への事前発送はございません。会場にてお渡しします。
※抄録本文は HPよりご覧いただけます。

【オンライン参加】
・参加登録完了時のメールにオンライン参加用のオンデマンド視聴 IDを記載しております。大会ホーム
ページに掲載予定の「オンデマンド配信のご案内」からオンデマンド配信サイトにログインしてご参加
（視聴）ください。

３．日耳鼻アプリ・日本耳鼻咽喉科頭頸部外科学会会員カード（ICカード）の受付について
「日耳鼻アプリ」もしくは「日本耳鼻咽喉科頭頸部外科学会カード（ICカード）」の登録は、全会員が対
象です。なお、「日本耳鼻咽喉科学会認定耳鼻咽喉科専門医証（旧カード）」は使用できません。
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現地参加の場合
【受付日と受付時間】

受付日
日本耳鼻咽喉科頭頸部外科学会会員カード

（ICカード）の受付時間
受付場所

１１月２８日（土） ８ : ００～１８: ００ ①神戸国際会議場 3F ホワイエ
②神戸商工会議所 2F ホワイエ１１月２９日（日） ８ : ００～１５: ００

日本耳鼻咽喉科頭頸部外科学会では学会会員用スマートフォンアプリとして「日耳鼻アプリ」の導入をし
ました。本アプリでは、学会の参加および共通講習や領域講習の単位登録が可能であり、ご自身で単位の
登録状況を確認いただくことも可能です。アプリで単位登録される方は、ICカードでの単位登録は不要
です。
本アプリを未収得の方は、あらかじめ本アプリをダウンロード、ログインしていただくことを推奨しま
す。本アプリのログインには、日耳鼻会員番号（０から始まる７桁の番号）とパスワード（会員マイペー
ジ）が必要です。日耳鼻会員番号とパスワードは現地でも確認できるようにご準備をお願いします。ま
た、アプリケーションの不具合等に備えて日耳鼻会員 ICカードも併せてご持参ください。

「日耳鼻アプリ」ダウンロードはこちら
App Store（iOS端末） Google Play（Android端末）

日耳鼻アプリでの受講登録のイメージ
１． ログイン画面 ２． ホーム画面 ３． QRコード読込画面 ４． 結果表示

１．会員番号／パスワードを入力し「ログイン」をクリック
２．ホーム画面中央の「スキャン起動」、または画面右下の「QRリーダー」をクリック
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３．QRコード読込画面で対象の QRの読み込み
４．講習会の読込完了画面の表示（この時点で受講登録が完了となります。）
※読み込んだ受講情報はホーム画面にて確認が可能です。
※日耳鼻アプリには不正対策のため、端末識別情報と端末位置情報を自動的に取得する仕組みが含まれ
ます。

※アプリ利用の詳細は、本大会ホームページの各種ご案内「日耳鼻ナビ（アプリ）のご案内」をご参照
ください。

１）「日耳鼻アプリ」での登録について
① 学会会場に来場時、各会場にある出席単位受付に設置された「QRコード」を読み込むことで受付がで

きます。または、領域講習、共通講習の入場用 QRコードを読み込むことでも受付が可能です。その場
合は、出席単位受付の QRコードを改めて読み込む必要はありません。

② 登録をした講習は、アプリ上ですぐに確認することができます。
２）「ICカード」による登録について

会場に来場時、出席単位受付のカードリーダーにカードを置くと、接続されたコンピュータ上に名前が
表示されますので、コンピュータ画面を確認してからカードを取ってください。

オンライン参加の場合
オンデマンド配信期間中にご自身のオンデマンド視聴 IDおよびパスワードでオンデマンド配信サイトへ
１回以上ログインしてください。
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４．単位付与講習について
単位は、現地参加もしくはオンデマンド配信視聴履歴をもって付与いたします。
現地参加の場合は必ず講習会入退場時に会場出入口のカードリーダーで日本耳鼻咽喉科頭頸部外科学会会
員カード（会員 ICカード）、もしくはアプリのQRコードの読み取りを行い、登録を確認してください。

講習
更新単位取得

受付方法など
耳鼻咽喉科専門医 補聴器相談医

①専門医共通講習
※事前申込み不要

共通講習各１単位
（上限なし） 学会参加登録の受付

を参加受付で済ませ
た後、入室ならびに
退出時に、「日耳鼻
アプリ」、もしくは、
「日本耳鼻咽喉科頭
頸部外科学会会員カ
ード（ICカード）」
の受付を行ってくだ
さい。

講習開始５分以降に
入場すると単位が取
得できません。

②領域講習
※事前申込み不要

領域講習各１単位
（②③で上限８単位）

③実技講習
※事前申込み必須

領域講習各１単位
（②③で上限８単位）

実技講習２５は補聴器相談医
１単位が取得できます。

④補聴器相談医講習
（更新のための講習）
※事前申込み必須

（４コマ３時間受講）
※講義１～４もしくは
講義５～８で各１単位

（８コマ６時間受講）
※講義１～８で２単位

《各講習の単位付与について》
途中入場・途中退出の場合は、単位付与の対象となりませんのでご注意ください。
《日耳鼻アプリでの単位取得》
現地来場の方に限り、「日耳鼻アプリ」での単位セッション出席登録が可能です。

１） 専門医
① 専門医共通識習 : 現地参加またはオンデマンド配信の視聴で受講が可能
専門医更新に必須の専門医共通講習は、医療安全、感染対策、医療倫理の講習です。
加えて、２０２２年度以降に認定された専門医は、医療制度と法律、地域医療、医療福祉制度、医療経済、
両立支援の講習が新たに必須になります。
下記のセッションも専門医共通講習１単位の対象です。
・医療安全セミナー２（医療安全）
１１月２９日（日）第２会場 ８ : ４０～９ : ４０
・第７回日本臨床耳鼻咽喉科医会セッション１（医療制度と法律）
１１月２８日（土）第３会場 １７: ３０～１８: ３０
※オンデマンド配信で受講する方は、専門医共通習を最後まで視聴（早送りは不可）し、設問に回答
（正解するまで繰り返し回答可能）することで単位が取得できます。
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② 領域講習 : 現地参加またはオンデマンド配信の視聴で受講が可能
領域講習と実技講習（現地開催のみ）を合わせて、耳鼻咽喉科領域講習を８単位まで取得できます。
専門医だけでなく、専攻医や非専門医も受講することは可能です。
下記のセッションも耳鼻咽喉科領域講習１単位の対象です。
・シンポジウム１～４
・パネルディスカッション１～４
・医療安全セミナー１
・ミニシンポジウム（オールジャパンプロジェクトWG企画）
・第７回日本臨床耳鼻咽喉科医会セッション２、３
・特別セミナー
※現地参加登録とオンデマンド配信の視聴をあわせて上限８単位までの取得となりますので、ご注意く
ださい。

※オンデマンド配信で受講する方は、領域講習を最後まで視聴（早送りは不可）することで単位が取得
できます。設問はありません。

※実技講習は現地開催のみとなりますので、オンラインで受講することはできません。

③ 実技講習 : 現地開催のみ、事前申込制（費用１コマ １，０００円）
⑴ ２日間にわたり会場にて３０の実技講習のプログラムを設けています。いずれも領域講習（各１単位）
の対象となるプログラムです。領域講習と実技講習を合わせて耳鼻咽喉科領域講習を８単位まで取得
できます。専門医だけではなく、専攻医や非専門医も受講することができます。
実技講習２５「分かりやすい補聴器の調整法」の受講で、補聴器相談医の更新のための１単位を取得で
きます。

⑵ 実技を申し込んだ方は、ネームカードに申し込んだ実技の申込内容が印字されますのでご確認くださ
い。

⑶ 実技講習開始１５分前より受付を開始します。
⑷ 当日のキャンセル待ちは行いませんのでご了承ください。
⑸ 途中入場はできません。
⑹ 実技講習は１人２コマまで参加できます。
⑺ 手術用モデルを使用する実技講習（４・５・１８・２３・２４・２８）は別途モデルの実費相当額をご負担い

ただきます。

プログラム名 タイトル モデル料金

実技講習４ 側頭骨モデルを使用した手術手技（１）内視鏡 ３０，０００円

実技講習５ 側頭骨モデルを使用した手術手技（２）顕微鏡 ３６，０００円

実技講習１８ 唾液腺内視鏡治療ハンズオンセミナー １５，０００円

実技講習２３、２４ 内視鏡下鼻副鼻腔手術の基本手技（１）（２） ３０，０００円

実技講習２８ 経皮的緊急気道確保 ２０，０００円
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２） 補聴器相談医講習
① 補聴器相談医委嘱（新規取得）のための講習 : 現地参加のみ、事前申込制（費用１０，０００円）
⑴ 受講申込期間 : １１月１０日（火）正午まで
⑵ 耳鼻咽喉科領域講習の単位は取得できません。
⑶ ６時間の講義および２時間の実技講習全ての受講が必要です。
⑷ 補聴器相談医委嘱（新規取得）のための講習の申込には１１月２８日（土）講義１～４、１１月２９日（日）
講義５～８および実技講習１、２が含まれます。実技講習１、２は入れ替え制となります。

⑸ 講習開始１５分前より受付を開始します。
⑹ 当日のキャンセル待ちは行いませんのでご了承ください。

② 補聴器相談医更新のための講習 : 現地参加またはオンデマンド配信の視聴で受講可能
事前申込制（費用３時間４，０００円、６時間８，０００円）
補聴器相談医更新のための講習（オンデマンド配信）は２０２７年１月２９日（金）２３: ５９まで登録を受け付
けます。

⑴ 耳鼻咽喉科領域講習の単位は取得できません。
⑵ 規定コマ数未満の受講はできません。
・３時間の講義を受講すると補聴器相談医１単位を取得できます。
・６時間の講義を受講すると補聴器相談医２単位を取得できます。

⑶ オンデマンド配信視聴の場合
オンデマンド配信で受講する方は、最後まで視聴（早送りは不可）し、設問に回答（正解するまで繰
り返し回答可能）することで単位が取得できます。

講習
補聴器相談医委嘱（新規取得）

のための講習
①～③の受講が必須

補聴器相談医更新のための講習

①補聴器相談医講習
講義１～４

・補聴器相談医 : ２単位
・現地参加のみ
・費用 : １０，０００円

【①または②のどちらか受講の場合】
・補聴器相談医 : １単位
・費用 : ４，０００円
【①＋②を受講の場合】
・補聴器相談医 : ２単位
・費用 : ８，０００円

②補聴器相談医講習
講義５～８

③補聴器相談医講習
実技講習１・２

③の受講は不要

※補聴器相談医の資格喪失後、再認定をご希望の場合は、補聴器相談医更新のための講習８コマ６時
間（１～４と５～８）をお申込みください。（オンデマンド受講も可）

３） 日本臨床耳鼻咽喉科医会セッション（各１単位）: 現地参加またはオンデマンド配信の視聴で受講可能
① 取得単位について
⑴ 専門医共通講習 対象セッション

専門医共通講習（医療制度と法律）が１単位取得できます。
・臨床医会セッション１「政策と技術からみた近未来の医師像 ―「所属型」から「解決型」へ」
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講演会場 場所

PC受付① 第１～４会場 神戸国際会議場 1F ホワイエ

PC受付② 第５会場 会場内 PCデスク

⑵ 耳鼻咽喉科領域講習 対象セッション
耳鼻咽喉科領域講習が各１単位取得できます。
・臨床医会セッション２「我が国における難聴対策の現状と将来像」
・臨床医会セッション３「嚥下障害診療のススメ～耳鼻咽喉科医だからこそできる！」

② オンデマンド配信視聴の場合
⑴ 専門医共通講習対象セッション

最後まで視聴（早送りは不可）し、設問に回答（正解するまで繰り返し回答可能）することで、専門
医共通講習（医療制度と法律）が１単位取得できます。
・臨床医会セッション１「政策と技術からみた近未来の医師像 ―「所属型」から「解決型」へ」

⑵ 耳鼻咽喉科領域講習 対象セッション
最後まで視聴（早送りは不可）することで、耳鼻咽喉科領域単位１単位を取得できます。
設問はありません。
・臨床医会セッション２「我が国における難聴対策の現状と将来像」
・臨床医会セッション３「嚥下障害診療のススメ～耳鼻咽喉科医だからこそできる！」

４） 専攻医
① 専攻医講習・専門医認定試験過去問解説講座
専門医を目指して研修中の専攻医および非専門医を対象に第３会場で専攻医講習を行います。
専門医も受講できますが、耳鼻咽喉科領域講習の単位は取得できません。

② 専攻医実技講習 : 現地参加のみ、事前申込制（無料）
１日目、２日目ともに専攻医を対象に専攻医実技講習を行います。
専門医も受講できますが、耳鼻咽喉科領域講習の単位は取得できません。

Ⅱ 司会の方へ
講演開始１５分前までに各会場内右手前方の「次司会席」へお越しください。到着されましたら到着の旨を
進行係にお伝えください。

Ⅲ 講演の講師の方へ
講演会場のある施設の PC受付にて、講演開始３０分前までに発表データをご登録ください。
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場所

クローク① 神戸国際会議場 B1Ｆ リハーサル室

クローク② 神戸商工会議所 3F 役員会議室

Ⅳ 会議一覧
１．第６７回日耳鼻・関連する学会会議
日時 : １１月２８日（土） １２: ３０～１３: ３０
会場 : 神戸国際会議場 4F ４０４

２．専門研修プログラム統括責任者・都道府県地方部会長合同会議
日時 : １１月２８日（土） １３: ４０～１５: ００
会場 : アリストンホテル 2F バレンシアホール（実技室５＋６）

３．学会・医会連携会議
日時 : １１月２９日（日） １２: １５～１３: １５
会場 : 神戸国際会議場 4F ４０４

４．令和８・９年度 第６回 日耳鼻理事会
日時 : １１月２９日（日） １３: ３０～１５: ００
会場 : 神戸国際会議場 4F ４０３

Ⅴ 学術セミナー
両日ともランチョンセミナーを開催いたします。
※整理券の配布はありません。直接会場にお越しください。

Ⅵ クローク

Ⅶ インターネットサービス（Wi―Fi）
Wi―Fiをご利用いただけます。
SSID、パスワードは各会場でご確認ください。

Ⅷ その他
１） 会場の有料駐車場は収容台数に限りがありますので、お車でのご来場はお控えください。
２） 会期中、会場内での呼び出しはいたしません。
３） 会場内では携帯電話の電源を切っていただくか、マナーモードの設定をお願いいたします。
４） 会場内における許可のない録音、録画、撮影はご遠慮ください。
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